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安全なパフォーマンスの向上を目標に、多くの組織は 
「労災ゼロ」を公に宣言している。組織によってはこ
れはチャレンジ目標であったり、または達成可能な

目標、あるいは既に達成した目標であるかもしれない（持続で
きているかは別として）。倫理的に見ても、企業は常に無災害を
目指さなければならない。実際に毎日社員を安全に帰宅させ
るというのが暗黙のルールであろう。しかし、目標を「ゼロ」と数
値化し、わざわざ宣伝キャンペーンをすることに価値はあるのだ
ろうか？トップによっては、安全管理の重要性を示すための、大
胆な宣伝法と見る者もいる。しかし、他の目標と同様にどんな

同じ目標であっても、 
全く異なる安全文化や 
習慣を招き、全く異なる 
結果を生み出しかねない。
ジュディ・アグニュー
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方法で目標を宣伝しようと、大切なのは
目標に到達するまでの取り組みである。
同じ目標であっても、全く異なる安全文化
や習慣を招き、全く異なる結果を生み出
しかねないからだ。

目標をゼロにすることで可能になる
のは、経営側がすべてのインシデントを防
止可能と捉え、災害防止に断続的に取り
組む姿勢の意図表示である。この場合、
最重要指標はゼロという目標ではなく、
経営側のゼロへの取り組み姿勢になる。
あらゆる危険性の排除や全てのニアミス
の報告、業務前のリスク評価の実施、ワー
クプロセスの安全向上、安全推進向上へ
の投資などを通して労災防止対策を強化
すると、プロアクティブな労災防止文化が
確立される。このような文化を作り上げる
には、まず労災報告に関する懸念を最小

限にする必要があるー記録されるべきイ
ンシデントの報告によって「目標ゼロ」が
台無しになってしまった
としても、だ。こういった
懸念を排除するには、す
べてのエラー、問題、ニ
アミス、インシデントを学
習機会と捉え、前向きな
アカウンタビリティーを
用いて学習し、今後の向
上につなげなければな
らない。更に、無事故を強調するのでは
なく、アクシデント防止への業務の強化な
ど、戦略的で洗練された強化方法も必要
である。このような防止対策へのアプロー
チが労災ゼロを可能にする唯一の手段
なのだ。

また一方で、ゼロ目標の設定は、イン
シデントを全く容認しないことを断言して
しまうことになる。これは経営陣が安全
管理に遅行指標を使用した際に起こる。
目標をゼロと提示し、ゼロ以外は認めな
いとすれば、「厳格な安全管理」をしてい
ると信じてしまいそうだが、これは残念
ながら願ってもいない行動や慣習を生む
土台を作ることになってしまう。クリエイ
ティブな戦略で、記録に残すべきインシデ
ントの基準設定、インシデント時の規律の
実施は、後に社員がゴール到達の為だ
けに手段を選ばなくなってしまう、好まし
くない慣習の行動例だ。いかなるインシ
デントも容認しないという提示による一
番のダメージは過少報告だ。過少報告が
あるなど経営陣は決して信じないであろ
うが、これは安全性を恐怖心によって管
理した際の、必然的な結果である。残念
ながらこのやり方は（専門的には負の強
化と処罰という）ゼロ目標におけるデフォ

いかなる 
インシデントも 
容認しないという 
提示による一番の 
ダメージは 
過少報告だ。
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ルト的な経営戦略だ。要するに、経営陣
が労災ゼロにするための評価基準や、危
険回避作業の管理法を明確にしない限
り、社員はゼロ目標のためにいかなる手
段も選びかねない。安全性向上への一番
の近道は「未報告」だからだ。行動科学は
これを既に推測しており、多くの組織が
それを証明している。

恐怖心を煽る組織文化だけが、ゼロ
目標の悪い結果ではない。
いくつかの組織は奨励制
や労災ゼロへのコンテスト
を導入するなど、プラス面
の強調が労災ゼロに繋が
ると間違って理解している。
しかし、評価基準がインシ
デントの数である限り、結果は同じである
場合が多い。社員は報告しなくなるのだ。
優秀な人材がインシデントを隠すとは信じ
がたいであろうが、彼らが常に自己中心
的な理由でやっているとは限らない。過少

報告は自分の所属部署の遅れを防ぐ動
機にもよる。所属部署全体が、報酬やコン
テスト対照から外れるのであれば、インシ
デントをわざわざ報告する役には誰もなり
たくないであろう。周りの人まで台無しに
してしまいたくないからこそ、未報告にし
てしまう誘惑は強いのだ。結論として、こう
いったインセンティブは間違った行動を駆
り立ててしまうことになるのである。

ゼロ目標の設置が最善
の意図でなされていたとし
ても、労災防止対策が積極
的に管理されてない限り、
好ましくない行動が起こり、
最終的には決して「労災ゼ
ロ」にはならない。ゼロに到

達する唯一つの道は、現場で実際に何が
起こっているのか理解し、危険またエラー
と見えるような状況を発見し改善すること
なのだ。全てのインシデントやニアミスの
報告は、積極的な報告活動を必要とし、そ

目標設定だけでは 
何も改善されない。 

安全対策が 
どう推進されて 

いるかが重要だ。
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れは組織にとって有益であると社員に明
確にしなければならない。皮肉にも、労災
ゼロにするには、目標達成の妨げになるイ
ンシデントを積極的に報告しなければな
らないのだ（少なくとも一定の期間は）。こ
れは一見矛盾しているようだが、これ以外
に道はない。こういった報告姿勢が積極
的に後押しされていないと、報告を恐れる
ようになる。こういった恐れは、失敗への
恐れ、完全な安全性を欠いていることを
認める恐れでもあり、そういった場合、ゼ
ロ目標への達成は不可能だ。結果として、
大災害の引き金が隠されているのと同様
に、ゼロ目標は大惨事を起こすもとになっ
てしまうのだ。

この複雑さから、ゼロ目標は物議を
醸している。労災ゼロを目標にするのは

不可欠であるという人もいれば、ゼロに
すること自体可能なのかという人もいる。
上記に示したような好ましくない影響が
あるとなると、大抵は悪いアイディアだと
思うだろう。唯一確かなのは、労災ゼロ宣
言しただけでは何もならないということ
だ。目標だけでは何も改善されない。安
全対策がどう推進されているかが重要な
のだ。危機予防活動が現場でどう行われ
ているか、組織が先行指標を用いて管理
をして初めて「労災ゼロ」への道が拓けた
と言えよう。社員全員があたかも「労災ゼ
ロ」を目標にしているような姿勢と、それ
に不可欠な行動を促すような安全文化
を構築しなければならない。
Translated by Aki Onozuka, Principal, AOSIS Consulting, LLC

訳　小野塚亜紀　プリンシパル　AOSIS Consulting, LLC

ジュディ・アグニュー
ADI社、セーフティー・ソ
ルーションズ部、シニア
バイスプレジデント。様々
なクライアントのサステイ
ナブルな安全文化の構
築に携わる。また、セーフ
ティー以外の分野や、文

化・世代を超えた一般経営、 リーダーシップ
向上の戦略実行も手がけている。休日はプ
ールサイドか、 サッカー場、バレーボールコ
ートで二人の子供の試合を応援している。

オーブリー・ダニエルズ・
インターナショナル
業界や専門知識に関係なく一つだけ不変
なもの。それは人間がビジネスの動力とな
ることだ。１９７８年以来、オーブリー・ダニエ
ルズ・インターナショナル（ADI）は行動科学
に基づいた、長期的なサステイナビリティー
を構築する積極的で実用的なアプローチ
を応用し、世界中の企業のビジネスおよび
安全性能の推進に専念している。前向きで
結果主導による成果へ導くためのツールと
方法論をクライアントに提供する。当社のク
ライアントは、組織のあらゆるレベルでの社
員のエンゲージメントと、積極的なアカウン
タビリティー戦略の実行を促進している。 
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